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論文内容の要旨
本論文は、有機インジウム化合物の特長を明らかにすることを目的とし、種々の有機インジウム化
合物を合成し、 1n-C 又は 1n- 配位子結合の物理的、ならびに化学的諸性質を研究した成果をまとめた
もので、その内容は、緒言、本文 3 章、および総括とからなっている。
緒言では本研究の目的とその内容についての概要を記述している。
第 1 章は、 トリエチルインジウム、 Etdn と CH2 X2 (X ニ 1， Br) 又は CC14 (CHCh) との反応に
ついて述べている。これらの反応は、それぞれカルベノイド、 EtzInCH 2X (X =1, Br) (1) 又は Et2
1nCCla (11)を中間体とする反応であり (1) とシクロヘキサンとの付加反応によりノルカランと Et2 1nX
を生成するが、(11) は優先的に Et31n と挿入反応をおこし、 2-ぺンテンと Et2 1nCl を与えることを
みいだしている。また生成物である Et2 1nX の構造について検討を加えている。
第 2 章は、ジアルキルー又はモノアルキルインジウム化合物と、トリメチルスチビンスルフィドと
の反応により、従来合成困難で、あったスチボニウム塩を容易に与えることをみいだしている。インジ
ウム化合物とトリメチルスチビンスルフィドとの 1 : 1 錯体を単離し、このものが上記反応中間体で
あると推定している。 1R ， NMR スペクトルを用いて、これらの錯体が 1n-S 結合をもつこと、 及び
この結合の強さがインジウム部分のルイス酸強度と関連づけられることをみいだしている。
第 3 章は種々の R2 1nY (R =Me, Et) 型化合物を合成し、これらの構造を 1R， NMR , UV スペクト
ル、及び分子量測定により検討している。 Y=N ， N- ジメチルジチオカルパメイトは 4 配位化合物
で容易に空気中で安定な R1nY 2 型 5 配位化合物を与えることを見いだしている。 Y=オキシナート及
ぴ 2 - (ジメチルアミノ)エトキシド化合物に対しては、窒素原子がインジウムに配位し、酸素原子
による橋かけのある 2 量体キレート構造、すなわち、インジウムに関しては 5 配位の興味ある構造が
推定されている。
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総括では、以上の結果をまとめている。
論文の審査結果の要旨
本論文は、有機インジウム化合物の In-C 又は In- 配位子結合の性質について述べたもので、次
のような結果をえている。
( i )トリエチルインジウムは各種ハロメタンと反応し、カルベノイド中間体をへて、対応するジエ
チルインジウムハライドを収率よく与える。
( i i )ジアルキルーまたは、モノアルキルインジウム化合物はトリメ十ルスチビンスルフィドとの反
応より、 In-S 結合を有する 1 : 1 錯体を通り従来合成困難で、あったスチボニウム塩を与える。
(iii) ジオルカソあるいはモノオルガノインジウム化合物において、イオウを含む配位子はインジウ
ム原子と強い相互作用をする。
以上の結果は、有機インジウム化学の進歩に新しい重要な知見を与えるものである。よって本論文
は、博士論文と.して価値あるものと認める。
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